
日
本
古
代
学
の
国
際
化
の
た
め
に

ジ
ョ
ー
ン
ほ
ピ
ジ
ョ
ー
編
集
O
§
§
N
§
職
G
o
§
電
鴇
§
帆
謡
ミ
§
堵
恥
8
－
自
G
。
働
の
刊
行
に
寄
せ
て

佐
々
木
　
憲

一
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は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
は
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
日
本
史
学
監
当
ゴ
ー
ド
ン
B
L
陸
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ク
ド
ナ
ル
ド
記
念
栄
誉
教
授
の
ジ
ョ
ー
ン
・
ピ
ジ
ョ
ー
事
理
押
勺
圃
α
q
o
洋
氏

が
編
集
し
た
O
§
§
、
§
犠
O
§
壽
ミ
年
譜
§
㍉
息
§
”
讐
O
－
自
。
。
O
を
解
説
・

紹
介
し
、
日
本
に
お
け
る
古
代
学
研
究
の
国
際
化
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
稿
で
「
古
代
学
」
と
い
う
と
き
、
弥
生
～
平
安
時
代
を
対
象

と
す
る
考
古
学
と
文
献
史
学
を
統
合
す
る
分
野
の
名
称
と
し
て
用
い
た
い
。

こ
の
時
代
は
B
本
に
お
い
て
国
家
が
形
成
さ
れ
、
成
熟
し
て
ゆ
く
と
い
う
、

歴
史
上
画
期
と
な
っ
た
時
期
で
あ
り
、
欧
米
の
国
家
論
研
究
に
日
本
人
に
よ

る
研
究
が
本
来
大
き
な
貢
献
を
為
し
得
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
は
、

欧
米
に
お
い
て
日
本
に
お
け
る
古
代
学
や
国
家
論
・
国
家
形
成
論
研
究
の
存

在
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
私
は
高
校
、
大
学
、
大
学
院
と
一
二
年

間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
教
育
を
受
け
、
地
域
間
交
流
の
視
点
か
ら
古
墳
時

代
開
始
の
プ
ロ
セ
ス
を
テ
ー
マ
に
英
文
で
博
士
論
文
を
ま
と
め
た
経
験
が
あ

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
、
こ
の
現
状
を
常
に
憂
え
て
き
た
。
そ
う
い
っ
た
現
実
を
打
破
す
る
第
一

歩
と
し
て
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
限
り
な
く
大
き

い
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
わ
か
り
易
く
和
訳
す
る
と
、
『
古
墳
～
平
安
時
代

に
お
け
る
中
央
と
地
方
』
と
な
ろ
う
か
。
「
英
語
で
解
説
・
紹
介
す
る
日
本

人
歴
史
学
早
智
℃
碧
①
ω
Φ
題
の
8
臥
毬
ω
ぼ
け
①
壱
話
8
山
貯
国
電
静
圧
と
い
う
副

題
が
付
く
。
編
者
ピ
ジ
ョ
ー
氏
の
前
任
校
で
あ
る
コ
ー
ネ
ル
大
学
よ
り
、

コ
ー
ネ
ル
東
ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
の
＝
一
九
巻
と
し
て
二
〇
〇
六
年
に
出
版
さ

れ
た
。

①
ピ
ジ
ョ
…
氏
は
女
性
で
あ
る
。
特
に
区
別
す
る
の
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
英
語

　
の
名
前
の
み
に
基
づ
い
て
性
別
を
判
断
す
る
の
が
極
め
て
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
実
際
、
私
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
留
学
時
代
、
女
性
研
究
者
が
「
日
本
人
研
究
者
か
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ら
9
戸
で
手
紙
が
届
く
」
と
苦
笑
し
て
い
た
。

②
佐
々
木
憲
＝
㊤
㊤
㎝
沁
軽
§
ミ
さ
譜
ミ
ミ
。
箪
い
§
職
§
b
§
ミ
息
ミ
ミ
ミ
⑦
ミ
ミ

　
O
ミ
愚
、
§
貯
霧
」
）
．
冒
ω
ω
①
属
巴
8
、
O
①
讐
。
｛
ぎ
曄
ε
o
ざ
題
”
口
撃
漢
山
ζ
艮
－

　
〈
葭
ω
［
蔓
．

③
佐
々
木
憲
一
一
九
九
三
「
日
本
考
古
学
の
国
際
化
の
た
め
に
」
『
考
古
学
雑

　
誌
』
第
七
八
巻
、
三
七
七
－
三
九
一
頁
、
～
九
九
六
「
日
本
考
古
学
の
国
際
化
の

　
た
め
に
」
『
月
刊
文
化
財
発
掘
出
土
情
報
輪
八
月
号
、
巻
頭

英
語
圏
に
お
け
る
日
本
古
代
学
の
立
場

　
ま
ず
、
本
書
出
版
の
意
義
の
大
き
さ
を
日
本
人
読
者
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
英
語
圏
に
お
け
る
日
本
古
代
学
理
過
不
足
の
実
例
を
幾
つ
か
紹

介
し
た
い
。
現
在
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
教
授
の
ジ
ョ
ン
ロ
ダ
ワ
ー

冒
巨
≦
．
u
o
芝
Φ
同
氏
が
一
九
八
六
年
に
ま
と
め
た
ミ
§
題
鴨
ミ
§
曙
§
ミ

O
ミ
ミ
鳶
㌦
ざ
§
郎
§
軌
§
聾
ざ
§
§
§
§
§
塁
⑦
ミ
§
b
o
護
持
b
σ
§
ご
慧
ミ
題

9
臼
壁
（
¢
ω
≦
δ
質
興
℃
儲
げ
賦
ω
喜
m
℃
窯
Φ
≦
団
。
弊
）
（
総
二
三
二
頁
）
は
、
英
文
の

単
行
本
は
勿
論
、
学
術
雑
誌
掲
載
の
論
文
を
中
心
に
日
本
史
関
係
の
文
献
を

網
羅
す
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
奈
良
時
代
以
前
の
文
献
の
リ
ス
ト
は
九
～
一

四
ペ
ー
ジ
の
計
五
ペ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
文
献
目
録
刊
行
後
既
に
二
〇

年
経
つ
が
、
こ
の
傾
向
は
現
在
で
も
変
わ
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
悲
劇
的
な
の
は
、
英
語
圏
、
特
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
研
究
者
の

な
か
に
、
英
語
以
外
の
言
語
で
活
字
に
な
っ
た
業
績
を
認
め
よ
う
と
し
な
い

入
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。
私
が
近
藤
義
郎
氏
の
『
前
方
後
円
墳
の
時
代
』
に

深
い
感
銘
を
受
け
、
出
版
後
間
も
な
い
一
九
八
三
年
に
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
院

生
に
対
し
そ
の
内
容
の
凄
さ
、
社
会
科
学
へ
の
貢
献
を
英
語
で
説
明
し
た
と

き
、
「
英
語
で
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
業
績
は
認
め
な
い
。
」

と
斬
っ
て
捨
て
ら
れ
た
の
は
、
未
だ
に
悲
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
こ
う
い
う

傲
慢
な
態
度
の
研
究
者
か
ら
見
れ
ば
、
英
語
の
文
献
が
少
な
い
、
イ
コ
ー
ル

研
究
が
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
敢
え
て
彼
ら
の
立
場

に
理
解
を
示
す
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
一
九
五
〇
年
代
ま
で
、
日
本
語

が
で
き
な
く
と
も
日
本
研
究
を
実
践
で
き
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
例
え
ば
名
著
『
菊
と
刀
』
の
著
者
ル
ー
ス
”
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
穿
嘗

】W

ｳ
鳶
口
9
の
専
門
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
先
住
民
プ
エ
ブ
ロ
族
の
民
族
学
で
あ

っ
た
。

　
そ
う
い
っ
た
学
問
的
環
境
の
ほ
か
に
、
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
日
本

研
究
者
に
と
っ
て
は
、
日
本
語
が
難
し
い
と
い
う
大
き
な
現
実
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
一
二
年
間
教
育
を
受
け
た
私
に
と
っ
て
も
未
だ

に
英
語
が
難
し
い
雷
語
で
あ
る
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
昨

年
⑦
ミ
鷺
さ
謹
ミ
§
こ
養
ミ
§
、
肉
§
難
§
雨
ミ
職
肉
ミ
ミ
㌣
O
§
ミ
藁
沁
ミ
帖
薦

ミ
潜
（
図
。
巨
①
猪
①
）
を
公
刊
さ
れ
た
ジ
ナ
ロ
バ
ー
ン
ズ
Ω
6
，
鋤
い
■
じ
d
塁
Φ
ω

氏
も
、
か
つ
て
は
日
本
語
読
解
に
相
当
苦
労
さ
れ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
一
九
八
○
年
代
に
氏
が
発
表
し
た
臼
本
考
古
学
に
関
す
る
多
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く
の
英
文
論
考
は
、
日
本
人
考
古
学
者
に
よ
る
見
解
の
誤
解
、
誤
読
に
基
づ

い
て
い
る
も
の
が
多
く
、
同
時
に
日
本
人
考
古
学
者
に
よ
る
貢
献
が
な
ぜ
か

ほ
と
ん
ど
琶
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
～
九
九
〇
年
に
帰
国
し
て
日
本

で
の
研
究
生
活
を
開
始
し
て
後
、
バ
ー
ン
ズ
氏
自
身
に
よ
る
こ
の
テ
ー
マ
の

先
行
研
究
㌧
δ
討
｝
傍
ざ
ミ
ぎ
ミ
織
目
（
…
九
八
七
）
を
再
読
し
た
と
こ
ろ
、
日

本
で
の
当
該
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
レ
ヴ
ェ
ル
・
成
果
と
あ
ま
り
に
か
け
離

れ
て
い
る
現
実
に
愕
然
と
し
た
。
日
本
の
優
れ
た
研
究
成
果
を
不
当
に
嫉
め

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
当
時
は
怒
り
さ
え
覚
え
た
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か

し
今
思
う
と
、
こ
れ
は
彼
女
の
語
学
力
不
足
か
ら
き
た
も
の
で
、
彼
女
に
は

ま
つ
急
く
悪
意
が
な
か
っ
た
こ
と
が
前
述
の
⑦
ミ
鷺
、
o
ミ
ミ
画
§
爵
§
§

か
ら
は
読
み
と
れ
る
。
日
本
人
研
究
者
の
見
解
に
対
す
る
氏
の
理
解
が
こ
の

二
〇
年
間
で
大
き
く
進
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
日
本
語
は
難
し
い

の
だ
。

　
確
か
に
本
書
の
よ
う
な
英
書
が
一
九
八
○
年
代
な
ど
早
い
時
期
に
刊
行
さ

れ
て
お
れ
ば
、
日
本
古
代
学
の
国
際
化
は
も
っ
と
進
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
し
、
バ
！
ン
ズ
氏
の
｝
九
八
○
年
代
に
お
け
る
日
本
考
古
学
へ
の
誤

解
な
ど
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
兎
に
も
角
に
も
、
類
書

が
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
出
版
の
意
義
は

計
り
知
れ
な
く
大
き
い
の
で
あ
る
。

6
§
款
ミ
§
“
O
o
§
計
曼
。
・
ミ
ミ
、
轡
ξ
§
蔦
亀
O
織
N
。
。
O
の
概
要

　
さ
て
本
書
は
、
編
者
ピ
ジ
ョ
ー
氏
に
よ
る
序
論
以
下
、
日
本
人
に
よ
る
～

四
本
の
論
考
の
英
語
版
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
英
訳
と
せ
ず
、
英
語
「
版
偏

と
私
が
表
現
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
は
、
日
本
語
の
も
と
の
論
文
の
段
落
構
成

や
文
章
の
順
序
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
思
い
切
っ
た
意
訳
で
あ
り
、
英
文
で
も

鍾
磐
ω
螺
Φ
創
で
は
な
く
、
鐸
①
巻
樽
平
日
と
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
以
下
の
採
録
論
考
の
日
本
語
タ
イ
ト
ル
と
英
文
タ
イ
ト
ル
の
違
い

を
見
れ
ば
、
そ
の
方
針
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
編
者
が
序
論
で
説
明
す

る
よ
う
に
、
英
語
圏
の
読
者
に
も
と
の
論
文
の
内
容
を
わ
か
り
易
く
す
る
た

め
の
配
慮
で
あ
り
、
ピ
ジ
ョ
ー
氏
の
英
断
に
賛
辞
を
送
り
た
い
。
ま
た
個
々

の
英
語
版
に
先
立
ち
、
意
訳
を
担
当
し
た
研
究
者
に
よ
る
適
切
な
解
説
が
附

さ
れ
て
い
る
。
解
説
に
は
、
も
と
の
日
本
語
論
文
の
背
景
と
な
っ
た
日
本
に

お
け
る
関
連
研
究
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
内
容
が
極
め
て
充
実
し
て
い

る
。
採
録
さ
れ
た
論
考
の
中
に
は
出
版
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
そ
の
後
の
研
究
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
学
史
的
意
義
も
説
明
さ
れ
て
い

る
。　

採
録
さ
れ
た
も
と
の
日
本
語
論
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
）
内
に
は

英
文
タ
イ
ト
ル
と
、
コ
ロ
ン
を
挟
ん
で
解
説
・
意
訳
紹
介
を
担
当
し
た
研
究

者
名
を
あ
げ
る
。
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1
。
都
出
比
呂
志
　
～
九
九
一
「
日
本
古
代
の
国
家
形
成
論
序
説
i
前
方

　
後
円
墳
体
制
の
提
唱
　
　
」
『
日
本
史
研
究
』
三
四
三
号
（
国
p
身
ω
＄
8

団
。
毒
巴
8
営
閉
門
選
一
≦
聾
臼
国
島
≦
貰
詠
天
理
大
学
教
授
）

2
．
小
林
行
雄
　
一
九
六
一
「
同
箔
潜
考
」
『
古
墳
時
代
の
研
究
』
青
木
書

　
店
（
岸
Φ
匿
。
・
①
魯
U
巷
嵩
8
8
爵
o
H
ω
”
≦
巴
け
巽
臣
≦
鴛
α
ω
）

3
．
原
秀
三
郎
　
一
九
八
六
「
地
域
と
王
権
」
魍
古
代
を
考
え
る
扇
四
一
号

　
（
特
集
一
磐
田
原
古
墳
群
の
検
討
）
（
ω
嚢
α
Q
p
。
き
働
↓
0
8
巳
営
匪
Φ

　
閤
。
嘗
ρ
》
ぴ
q
Φ
“
編
者
）

4
．
井
上
辰
雄
　
一
九
八
九
『
常
陸
国
風
土
記
に
見
る
古
代
臨
学
生
社

　
（
↓
冨
ミ
§
ミ
詮
§
ミ
墜
匹
昏
Φ
閃
8
．
面
隠
輿
　
青
木
道
子
［
故
人
　
ボ
ス

　
ト
ン
に
あ
る
Ω
巴
ハ
大
学
教
授
だ
っ
た
］
）

5
．
高
橋
富
雄
　
一
九
六
二
「
古
代
国
家
と
辺
境
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴

　
史
隔
第
三
巻
（
古
代
　
三
）
（
↓
冨
Ω
霧
ω
圃
8
弓
。
洋
《
き
黒
房
等
。
諸
口
Φ
憶

　
丙
臨
画
尊
霊
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
¢
巳
く
興
ω
尋
9
0
Φ
。
軽
鴨
教
授
　
古
代
・

中
世
軍
事
史
）

6
．
武
田
佐
知
子
　
一
九
八
九
門
古
代
に
お
け
る
道
と
国
家
」
『
ヒ
ス
ト
リ

　
ァ
』
　
＝
一
五
号
（
菊
O
践
ω
冒
聾
Φ
↓
①
弓
O
－
8
韓
①
話
α
勺
O
洋
盤
　
編
者
）

7
．
保
立
道
久
　
一
九
七
八
「
律
令
制
支
配
と
都
市
農
柑
関
係
」
『
歴
史
学

　
研
究
』
（
別
冊
）
（
球
鋒
。
σ
①
薯
Φ
Φ
p
O
昌
搾
巴
雪
自
O
o
§
ξ
ω
田
畠
5
，
沁
㌣

　
簑
蓮
。
出
自
墜
“
冨
p
無
即
O
o
o
α
§
［
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
在
住
フ
リ
ー
ラ

　
ン
ス
研
究
者
］
・
O
窃
痘
く
出
9
鼻
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
¢
巳
く
臼
ω
菖
o
h
く
『
鴨

堅
教
授
）

8
．
森
田
悌
　
一
九
九
一
「
摂
関
政
治
へ
の
道
」
笹
山
晴
夫
（
編
）
欄
古
代

　
を
考
え
る
　
平
安
の
都
』
吉
川
弘
文
館
（
↓
o
≦
鍵
Q
圃
Φ
α
q
Φ
郡
。
蜜
U
①
巴
霞
－

隆
℃
魯
O
o
霞
爲
　
編
者
）

9
．
佐
々
木
宗
雄
　
一
九
九
四
『
日
本
王
朝
国
家
論
撫
名
著
出
版
（
序
論
と

　
結
論
を
抜
粋
）
（
↓
冨
O
O
霞
け
δ
Φ
簿
Φ
お
匹
℃
O
賜
け
鴇
　
編
者
）

1
0
．
戸
田
芳
実
　
　
一
九
七
六
「
王
朝
、
都
市
と
荘
園
体
制
」
『
岩
波
講
座
日

本
歴
史
』
第
四
巻
（
古
代
　
四
）
（
匂
0
8
磐
ユ
警
Φ
国
ω
極
帯
ω
団
ω
富
ヨ
5
。

　
匪
①
国
①
響
き
勺
践
0
9
　
智
銃
口
即
Ω
o
＆
書
）

1
！
．
宮
崎
康
充
　
一
九
七
八
「
古
代
末
期
に
お
け
る
美
濃
源
氏
の
動
向
」

　
咽
書
陵
部
紀
要
一
三
〇
号
（
↓
冨
欝
o
O
Φ
昌
唱
曲
①
い
鉾
Φ
Ω
器
ω
凶
。
巴

粛
Φ
四
編
者
）

1
2
．
一
7
5
木
泰
雄
　
一
九
九
六
『
院
政
期
政
治
史
研
究
』
記
文
閣
出
版
（
七

章
）
（
国
。
露
畠
5
，
9
Φ
匿
8
圏
聲
℃
巴
。
臼
　
蔭
罠
ω
■
匿
。
喜
ω
象

　
カ
ナ
ダ
d
導
く
Φ
軍
律
《
o
h
匿
σ
①
旨
鋤
教
授
）

1
3
．
石
母
田
正
　
一
九
四
六
隅
中
世
的
世
界
の
形
成
』
伊
藤
書
店
（
富
喝
習
、
ω

　
竃
①
島
Φ
〈
既
≦
巳
9
　
編
者
）

1
4
．
小
山
靖
憲
　
～
九
七
六
「
古
代
末
期
の
東
国
と
西
国
」
『
岩
波
講
座
日

　
本
歴
史
賑
第
四
巻
（
古
代
　
四
）
（
国
m
曾
毬
伍
類
Φ
ω
け
貯
留
Φ
い
馨
①
Ω
餌
叩
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ω
腕
o
p
・
一
》
㈹
Ω
　
切
歪
。
Φ
U
■
b
ご
鋒
①
霞
桜
美
林
大
学
教
授
）

　
私
は
考
古
学
が
専
門
な
の
で
、
文
献
史
学
に
お
け
る
こ
れ
ら
諸
論
考
の
選

択
が
ど
の
程
度
妥
当
か
議
論
で
き
な
い
。
文
献
史
の
素
人
か
ら
見
れ
ば
、

騨
岩
波
講
座
日
本
歴
史
瓢
所
収
の
総
論
的
な
論
文
や
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
大
き

い
論
考
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
の
で
、
日
本
古
代

史
が
マ
イ
ナ
ー
な
分
野
で
あ
る
英
語
圏
向
け
と
し
て
は
適
切
で
は
な
い
か
と

感
じ
る
。
た
だ
、
選
択
し
た
編
者
や
解
説
を
担
当
し
た
研
究
者
は
日
本
語
が

母
国
語
で
な
い
た
め
、
日
本
人
研
究
者
ほ
ど
多
数
の
日
本
語
論
文
を
恒
常
的

に
読
破
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
、
同
様

の
テ
ー
マ
で
別
の
論
考
を
選
択
し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
完

全
に
は
否
定
し
き
れ
な
い
。
本
書
の
作
成
に
尽
力
し
た
彼
ら
に
悪
気
は
一
切

な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
場
合
は
、
編
者
に
知
ら
せ
て
あ
げ
る
の
が
よ
い
で

あ
ろ
う
。
ま
た
日
本
人
読
者
に
予
め
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
た
と
え

日
本
の
研
究
の
枠
組
み
の
中
で
は
あ
ま
り
代
表
的
と
見
な
さ
れ
な
い
研
究
で

も
、
海
外
の
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的
な
研
究
成
果
と
映
り
、
そ
の

た
め
日
本
の
学
界
の
主
流
で
は
必
ず
し
も
な
い
研
究
が
、
欧
米
で
は
日
本
の

学
界
を
代
表
す
る
よ
う
な
研
究
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
臼

本
考
古
学
の
分
野
で
は
、
環
境
考
古
学
・
動
物
考
古
学
・
吉
民
族
植
物
学
の

研
究
成
果
が
、
日
本
よ
り
海
外
で
の
評
価
が
高
い
の
で
あ
る
。

本
轡
の
評
価

　
以
上
｝
四
章
の
う
ち
私
が
精
読
し
た
の
は
最
初
の
一
～
三
章
と
各
章
の
解

説
だ
け
で
あ
る
の
で
、
本
書
の
英
文
解
釈
の
出
来
栄
え
な
ど
の
評
価
は
、
こ

れ
ら
の
章
に
隈
ら
れ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
編
者
に
よ
る

序
論
は
、
ま
ず
本
書
企
画
の
意
図
と
背
景
か
ら
始
ま
り
、
日
本
人
に
よ
る
研

究
成
果
の
英
語
圏
へ
の
紹
介
の
難
し
さ
に
触
れ
、
本
書
採
録
の
諸
論
考
が
直

訳
で
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、
採
録
論
文
の
意
義
の
簡
単
な
解
説

に
先
立
ち
、
古
墳
～
平
安
時
代
を
対
象
と
し
た
数
少
な
い
英
語
圏
で
の
業
績

六
本
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
研
究
の
枠
組
み
が
金
然
違
う
日
本
人
の
業
績

を
い
き
な
り
紹
介
す
る
よ
り
も
、
英
語
圏
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
圏
で
大
学
教

育
を
受
け
た
研
究
者
に
よ
る
研
究
の
ほ
う
が
、
英
語
圏
の
読
者
に
と
っ
て
は

理
解
し
や
す
い
と
い
う
編
者
の
配
慮
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、

0
9
ご
d
塁
Φ
ω
著
、
ミ
。
喜
ミ
鳶
寒
ミ
匙
む
　
（
d
点
く
の
機
ω
尋
。
｛
護
。
ぼ
α
q
き

三
器
2
ヨ
o
h
ぎ
母
8
。
”
o
撃
ぎ
陣
取
。
旦
。
讐
声
払
竜
華
ω
ぎ
．
↓
。
。
“
H
Φ
。
。
。
。
）
、

冒
磐
霊
σ
q
α
q
o
総
門
肉
§
鳴
甦
℃
§
ミ
㍉
§
§
§
き
軽
詮
鳶
（
ω
3
鼻
）
巳
¢
説
く
Φ
透
昌

零
ω
ω
。
・
”
H
①
鶏
）
、
切
長
8
切
蜂
2
著
⑦
ミ
鷺
§
職
㌔
ご
嵩
譜
こ
卑
属
ミ
電
㍉
息
§

（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
ド
リ
。
。
㊤
）
、

O
o
ヨ
Φ
ぎ
ω
齢
δ
《
著
．
、
轡
ω
鼻
Φ
四
強
等
8
角
受
ぎ
讐
Φ
ピ
国
冨
鵠
Φ
陣
矯
。
⇔
弓
懸
a
．
、

9
乏
』
鶏
旨
や
冨
ω
ω
共
編
さ
織
§
ミ
ミ
§
泌
賠
O
瞥
Φ
「
ω
凶
受
寄
Φ
ω
ρ
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ド
Φ
冠
）
、
穿
。
塁
ω
浴
冨
酔
①
＆
著
9
§
ぼ
駄
ぎ
§
こ
蕊
§
§
§
N
ミ
§

（
℃
旨
8
8
口
α
ほ
く
興
ω
営
農
①
ω
ω
レ
㊤
8
）
、
謹
（
琶
と
暑
匿
8
著
O
§
恥
ミ

、
§
§
§
薄
髭
O
ミ
ミ
鴨
お
§
亀
ミ
ミ
。
誘
§
、
越
§
o
§
§
ミ
§
（
d
噴

く
Φ
邑
蔓
。
胤
出
署
巴
甲
Φ
ω
9
卜
。
O
O
O
）
、
以
上
六
件
で
あ
る
Q

　
日
本
人
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
関
連
文
献
が
英
語
で
公
表
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
知
る
、
よ
い
手
が
か
り
と
な
る
。
バ
ー
ン

ズ
氏
の
℃
さ
§
韓
ミ
勘
寄
§
§
は
、
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
問
題
が
多
い

文
献
で
あ
る
が
、
よ
り
評
価
に
値
す
る
⑦
ミ
鷺
凄
§
§
§
ミ
ミ
§
（
二

〇
〇
七
）
が
本
書
の
準
備
段
階
で
は
ま
だ
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
旧
作

を
取
り
上
げ
る
の
は
止
む
を
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
、
英
語
圏
で

は
数
少
な
い
日
本
古
代
史
の
専
門
家
で
あ
る
ウ
ェ
イ
ン
・
フ
ァ
リ
ス
≦
幣

臨
馨
≦
帥
巻
Φ
司
銭
ω
氏
の
業
績
が
こ
こ
で
な
ぜ
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
の
か
、

や
や
疑
問
で
あ
る
。
フ
ァ
リ
ス
氏
の
、
息
ミ
ミ
§
3
b
貯
蕊
雨
§
瓢
ト
ミ
ミ
§

肉
職
誉
ミ
§
堕
融
摯
℃
8
（
白
壁
葭
伍
d
葺
く
2
ω
茸
源
①
ω
ω
レ
O
。
。
朝
）
は
、
本
書
採

録
の
諸
論
考
と
関
連
が
薄
い
に
し
ろ
、
寒
§
§
骨
き
ミ
。
誘
、
憲
鳴
肉
賠
ミ
零

職
§
ミ
ミ
蟄
遷
げ
§
ミ
ミ
§
8
0
1
嵩
S
（
漏
斗
餌
巳
国
難
け
諺
ω
凶
9
ゆ
ζ
O
ま
鵯
虚
器
9

お
O
。
。
）
の
第
～
章
は
、
都
出
論
文
と
関
連
が
な
く
も
な
い
。
英
語
圏
の
読
者

に
と
っ
て
は
フ
ァ
リ
ス
氏
の
業
績
は
常
識
で
、
こ
と
さ
ら
取
り
上
げ
る
必
要

が
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
ピ
ジ
ョ
ン
氏
編
集
の
本
書
は
今
後
日
本
で
も

活
用
さ
れ
る
可
能
性
が
十
分
あ
り
、
日
本
人
研
究
者
に
対
す
る
多
少
の
親
切

は
欲
し
か
っ
た
。

　
第
～
章
、
都
出
比
呂
志
尊
二
陣
帯
ω
鐙
8
司
。
廿
B
践
8
ぎ
智
娼
磐
は
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
類
円
舞
国
瓜
≦
£
。
鼠
ω
天
理
大
学
教
授
に
よ
る
意
訳
、
解

説
に
よ
る
。
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
の
母
国
語
は
勿
論
英
語
で
、
日
本
民
族
学
を

テ
ー
マ
に
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
研
究
者
で
あ
り
、
日
本
語

読
解
力
は
昨
今
の
平
均
的
な
日
本
人
学
生
以
上
で
あ
る
。
都
出
の
も
と
の
日

本
語
論
文
は
論
旨
明
確
で
あ
り
、
比
較
的
訳
出
し
や
す
か
っ
た
と
推
測
す
る

が
、
そ
れ
で
も
、
適
確
な
、
す
ば
ら
し
い
意
訳
で
あ
る
。
こ
の
章
を
通
し
て
、

石
母
田
正
、
原
秀
三
郎
、
鬼
頭
清
明
、
吉
田
晶
、
近
藤
義
郎
、
門
脇
禎
二
の

国
家
論
・
国
家
形
成
論
の
一
端
が
英
語
圏
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
る
の
も
嬉
し

い
。
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
は
英
語
圏
の
読
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
も
と
の
都

出
論
文
に
は
な
か
っ
た
図
も
足
し
て
い
る
こ
と
も
賞
賛
に
値
す
る
。
た
だ
、

都
出
が
琶
及
す
る
遺
跡
、
地
域
の
位
置
を
白
地
図
に
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。

　
次
の
章
は
小
林
行
雄
の
8
お
匿
ω
①
o
づ
U
⊆
忌
8
8
謬
o
H
ω
で
、
エ
ド

ワ
ー
ズ
氏
の
十
二
分
な
解
説
と
意
訳
に
よ
る
。
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
は
職
天
理
大

学
学
報
』
第
～
七
八
輯
（
～
九
九
五
）
に
本
章
の
草
稿
を
発
表
し
て
い
た
。

小
林
の
日
本
語
は
日
本
文
化
の
枠
組
み
の
中
で
は
美
文
と
評
価
さ
れ
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
英
語
圏
で
大
学
教
育
を
受
け
た
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
理

解
困
難
な
文
章
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
の
苦
労
は
、
想
像

を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
確
信
す
る
。
重
複
部
分
は
削
り
、
小
林
が
お
茶
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を
濁
す
部
分
は
明
確
化
し
、
さ
ら
に
、
海
外
の
読
者
に
わ
か
り
易
い
図
を
本

書
の
た
め
に
新
た
に
起
こ
し
て
い
る
。
小
林
行
雄
自
身
に
よ
る
同
苑
鏡
分
有

関
係
の
図
を
私
が
ハ
ー
ヴ
ァ
…
ド
大
学
の
大
学
院
演
習
で
見
せ
た
と
き
は
、

私
が
英
語
で
一
生
懸
命
説
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
8
ヨ
三
Φ
ロ
冨
既
習
〇
三

と
酷
評
さ
れ
た
。
し
か
し
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
が
今
圓
作
成
し
た
図
は
英
語
圏
で

の
理
解
に
た
え
る
も
の
と
思
う
。
小
林
行
雄
の
同
掛
鏡
論
と
前
方
後
円
墳
の

築
造
規
格
論
は
、
私
が
ア
メ
リ
カ
考
古
学
会
の
総
会
で
一
九
九
八
年
三
月
に

紹
介
し
た
た
め
、
英
語
圏
の
研
究
者
の
関
心
を
呼
び
、
考
古
学
の
英
文
概
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

書
で
も
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
同
笹
下
論
の
英
語
版
が
つ
い
に

英
語
圏
で
活
字
に
な
っ
た
わ
け
で
、
海
外
で
の
国
家
形
成
論
研
究
に
も
大
き

な
貢
献
と
な
ろ
う
。
『
天
理
大
学
学
報
』
は
、
欧
米
の
国
家
論
研
究
者
の
目

に
は
な
か
な
か
届
か
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
一
九
九
五
年
の

草
稿
の
図
は
、
小
林
の
図
を
そ
の
ま
ま
英
訳
し
た
も
の
で
、
恐
ら
く
英
語
圏

で
は
理
解
困
難
と
推
測
す
る
。
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
の
解
説
は
親
切
を
極
め
て
お

り
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
三
角
縁
神
獣
鏡
研
究
の
蓄
積
も
十
分
反
映
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
「
三
角
縁
」
の
意
味
も
、
鏡
の
断
面
図
と
と
も
に
初
め
て
英

藷
で
活
字
に
な
っ
た
。

　
第
一
工
章
－
、
原
秀
三
郎
の
ω
霞
¢
α
q
帥
国
民
6
0
ε
a
ぎ
臣
①
隊
。
貯
p
》
α
q
Φ
は
編

者
ピ
ジ
ョ
ー
氏
自
身
の
意
訳
・
解
説
に
よ
る
。
編
者
は
こ
の
作
業
に
先
立
ち
、

こ
の
論
文
の
素
材
と
な
っ
た
静
岡
県
磐
田
原
古
墳
群
と
和
田
岡
古
墳
群
を
原

氏
の
案
内
で
一
日
か
け
て
見
学
し
て
お
り
、
そ
の
慎
重
か
つ
積
極
的
な
姿
勢

に
敬
服
す
る
。
私
自
身
、
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
遺
跡
の
調
査
報
告
書
の
英
文

要
旨
を
作
成
す
る
の
は
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
お
か
げ
で
大
変
わ
か
り

易
い
英
文
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
た
だ
、
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
の
意
訳
に
比
べ
る

と
、
や
や
直
訳
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
特
に
、
も
と
の
原
稿
は
「
古
代
を

考
え
る
会
」
で
の
原
氏
の
講
演
を
活
字
化
し
た
も
の
で
、
日
本
語
で
も
普
通

の
論
文
と
は
違
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
文
章
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
意
訳
に
あ
た

っ
て
は
、
英
語
論
文
で
は
贅
肉
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
部
分
を
も
っ
と
思
い

切
っ
て
削
除
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
と
感
じ
る
。
そ
れ
で
も
原
肥
の
貢
献

を
低
く
す
る
も
の
で
は
全
然
な
い
。
た
だ
大
変
惜
し
む
ら
く
は
、
原
氏
が
多

忙
で
あ
る
た
め
か
、
翻
訳
上
の
間
違
い
が
直
さ
れ
る
こ
と
な
く
活
字
に
残
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
武
蔵
北
部
は
千
葉
県
で
は
な
く
埼
玉
県
、
埼
玉

稲
荷
山
古
墳
の
よ
み
は
「
さ
き
た
ま
い
な
り
や
ま
」
で
あ
る
。

　
本
書
を
通
し
て
、
日
本
語
の
長
母
音
と
短
母
音
を
区
別
し
て
い
る
の
は
、

わ
か
り
易
い
。
欲
を
思
え
ば
、
日
本
の
地
名
、
歴
史
的
人
名
、
研
究
者
名
は

巻
末
の
文
献
目
録
と
索
引
の
と
こ
ろ
で
漢
字
を
入
れ
て
お
い
た
方
が
海
外
の

日
本
研
究
者
に
は
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
巻
末
に
は
、
史
料
の
解
説
と

昌
本
史
用
語
の
解
説
が
漢
字
と
と
も
に
英
語
で
附
さ
れ
て
い
る
。
英
語
圏
の

読
者
の
便
を
図
る
た
め
だ
が
、
日
本
入
研
究
者
も
自
分
の
日
本
語
論
文
の
英

文
要
旨
を
執
筆
す
る
と
き
は
是
非
活
用
し
て
欲
し
い
。
史
料
の
英
訳
タ
イ
ト
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ル
は
、
本
書
の
英
訳
が
標
準
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
従
う
必
要
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
文
献
目
録
も
大
変
充
実
し
て
お
り
、
本
文
中
で
田
本
人
研
究

者
が
引
用
し
た
文
献
は
勿
論
の
こ
と
、
解
説
の
部
分
で
引
用
さ
れ
た
日
本

語
・
英
語
文
献
も
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
ど
の

よ
う
な
関
遮
文
献
が
英
語
で
活
字
に
な
っ
て
い
る
か
、
知
る
手
が
か
り
と
な

る
。

　
①
切
O
O
q
O
霞
”
℃
Φ
什
①
二
㊤
8
§
鴨
O
遷
課
ミ
奪
§
§
の
ミ
§
国
即
。
写
Φ
界
三

　
　
八
六
頁

展

望
－
日
本
古
代
学
の
国
際
化
の
た
め
に

　
本
書
は
基
本
的
に
、
英
語
圏
に
お
け
る
日
本
古
代
学
研
究
を
活
発
化
さ
せ

る
た
め
に
刊
行
さ
れ
た
。
同
時
に
、
日
本
に
拠
点
を
お
く
若
手
日
本
人
研
究

者
に
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
側
面
で
そ
の
意
義
は
大
き
い
。
前
述
の
通
り
、

日
本
語
論
文
に
付
載
す
る
英
文
要
旨
作
成
に
は
本
書
は
欠
か
せ
な
い
。
特
に
、

日
本
人
作
成
の
英
文
要
旨
は
無
意
味
な
も
の
が
大
変
多
く
、
B
本
語
力
が
十

分
で
な
い
海
外
の
若
手
研
究
者
が
日
本
古
代
・
中
世
史
に
関
心
を
抱
く
こ
と

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
日
本
人
研
究
者
に
は
、
英
語
圏
の
読

者
に
わ
か
り
易
い
英
文
要
旨
作
成
の
た
め
、
本
書
の
英
文
を
参
考
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
次
に
、
日
本
史
専
攻
の
学
生
は
英
書
購
読
を
不
得
手
と
す
る
人
が
少
な
く

な
い
。
本
書
採
録
の
英
文
論
文
は
、
す
べ
て
日
本
語
で
内
容
が
す
で
に
知
ら

れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
内
容
が
わ
か
っ
て
い
る
英
文
は
、
英
語
力

が
不
十
分
で
も
理
解
し
や
す
い
。
ま
た
日
本
語
の
ど
の
よ
う
な
表
現
を
英
語

で
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
か
、
い
い
勉
強
に
な
る
。
日
本
史
専
攻
の
大
学

一
、
二
年
生
向
け
英
書
購
読
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
本
書
は
理
想
で
あ
る
。
特

に
、
本
書
の
原
稿
を
執
筆
し
た
研
究
者
は
み
な
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
英
語

の
文
章
を
書
く
人
ば
か
り
で
あ
り
、
我
々
の
英
語
の
文
章
力
向
上
に
も
役
立

つ
。

　
ま
た
本
書
を
通
し
て
、
日
本
人
研
究
者
に
は
、
翻
訳
と
は
ど
う
い
う
学
問

的
作
業
か
も
認
識
を
深
め
て
頂
き
た
い
。
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
を
「
日
本
古
代

学
の
国
際
化
の
た
め
に
」
と
大
上
段
に
構
え
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
私
が

考
古
学
の
学
術
雑
誌
の
英
文
要
旨
作
成
を
任
さ
れ
て
い
た
と
き
、
論
旨
明
確

な
わ
か
り
易
い
英
文
を
常
に
心
が
け
て
い
た
。
非
常
に
悲
し
か
っ
た
の
は
、

論
旨
を
不
明
確
に
し
た
い
と
い
う
原
著
者
の
真
意
を
曲
げ
る
行
為
だ
、
と
読

者
か
ら
ご
批
判
を
頂
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
果
た
し
て
妥
当
だ
ろ

う
か
。
例
え
ば
、
小
林
行
雄
同
箔
立
論
を
エ
ド
ワ
ー
ズ
氏
が
直
訳
し
て
、
わ

け
の
わ
か
ら
な
い
英
文
で
活
字
に
し
た
ら
、
海
外
の
研
究
者
た
ち
は
、
国
家

形
成
過
程
理
解
の
た
め
の
小
林
行
雄
に
よ
る
大
き
な
貢
献
を
理
解
で
き
な
い

ば
か
り
か
、
彼
ら
は
「
論
理
的
な
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
小
林
を

研
究
者
と
し
て
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
か
り
易
い
英
文
に
書
き
直
し
、
そ
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の
業
績
の
学
問
的
貢
献
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
務
め
る
の
か
、
あ
る
い

は
「
原
著
者
の
真
意
を
尊
重
」
し
た
意
味
不
明
の
英
文
を
仕
上
げ
、
原
著
者

の
優
れ
た
学
問
的
貢
献
が
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
か
、
選
択
肢
は
明
白

で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
日
本
入
研
究
者
に
よ
る
優
れ
た
業
績
を
如
何
に
英
語

圏
で
理
解
し
て
も
ら
う
の
か
、
そ
の
模
範
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
貢
献
は

雷
葉
で
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。

　
最
後
に
、
こ
の
論
文
集
は
「
単
に
始
ま
り
」
で
あ
り
、
日
本
人
研
究
者
に

よ
る
原
始
・
古
代
に
関
す
る
業
績
が
英
語
で
読
め
る
よ
う
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
、
と
編
者
自
身
が
序
論
で
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
続
編
を

期
待
し
つ
つ
、
本
書
の
改
善
の
余
地
、
つ
ま
り
続
編
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
提

言
し
た
い
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
本
書
の
古
墳
時
代
と
国
家
形
成
論
を
対
象
と

し
た
論
考
の
選
択
で
あ
る
。
都
出
氏
と
小
林
氏
の
論
文
は
古
墳
時
代
史
全
体
、

古
墳
時
代
前
期
の
政
治
構
造
に
迫
る
大
き
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
論
考
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
原
氏
の
論
文
は
、
確
か
に
考
古
資
料
と
文
献
史
料
の
統
合
解

釈
に
成
功
し
た
三
論
で
あ
る
が
、
や
は
り
原
氏
に
よ
る
「
B
本
古
代
国
家
史

　
　
　
　
　
　
　
①

研
究
の
理
論
的
前
提
」
の
よ
う
な
理
論
研
究
を
採
録
し
た
方
が
海
外
の
研
究

者
に
と
っ
て
は
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
た
だ
原
著
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
ピ
ジ
ョ
i
氏
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
永
く

日
本
史
を
講
じ
た
｝
o
冒
≦
●
出
p
・
崔
教
授
の
地
域
研
究
を
高
く
評
価
し
て
い
る

の
で
、
古
墳
時
代
を
対
象
と
し
た
地
域
研
究
を
取
り
上
げ
た
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
場
合
、
考
古
学
者
に
よ
る
考
古
資
料
の
優
れ
た
分
析
に
基
づ
く

レ
ヴ
ェ
ル
の
高
い
地
域
研
究
は
数
多
く
活
字
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い

っ
た
業
績
も
紹
介
し
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
浜
松
市
教
育
委
員
会
の
鈴
木
一

有
氏
は
、
遠
江
東
部
の
古
墳
時
代
後
期
は
横
穴
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
豪
族
の
社

会
的
地
位
が
、
壌
丘
を
伴
う
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
豪
族
の
社
会
的
地
位
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

高
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
海
外
の
研
究
者
に
も
興
味
深
い
こ
の

種
の
論
考
は
、
古
墳
時
代
研
究
で
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
れ
は
ピ
ジ
ョ
ー

氏
の
専
門
が
文
献
史
学
で
、
考
古
学
・
人
類
学
の
理
論
研
究
や
個
別
研
究
に

弱
い
こ
と
か
ら
く
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
ピ
ジ
ョ
ー
氏
が
石
母
田
正
の
咽
中
世
的
世
界
の
形
成
』
を
始
め

て
英
語
で
紹
介
し
た
功
績
は
極
め
て
大
き
い
が
、
で
き
れ
ば
『
臼
本
の
古
代

国
家
』
の
抜
粋
も
本
書
に
含
め
て
ほ
し
か
っ
た
。
こ
の
続
編
に
は
是
非
、
石

母
田
正
、
吉
田
晶
、
原
秀
三
郎
、
近
藤
義
郎
ら
の
国
家
論
・
国
家
形
成
論
を

並
べ
て
い
た
だ
き
、
日
本
に
お
け
る
国
家
論
、
国
家
形
成
論
が
～
九
六
〇
年

代
以
来
世
界
水
準
に
あ
り
、
欧
米
に
お
け
る
議
論
に
十
二
分
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
示
す
よ
う
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
結
論
と
し
て
、
本
書
は
今
後
の
田
本
古
代
学
の
国
際
化
の
基
盤
を
成
す
重

要
な
業
績
で
あ
る
。
本
書
を
企
画
し
、
困
難
な
作
業
を
完
成
さ
せ
た
編
者
ピ

ジ
ョ
ー
氏
は
勿
論
の
こ
と
、
優
れ
た
解
説
・
意
訳
を
準
備
さ
れ
た
執
筆
陣
に

も
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
本
来
こ
れ
は
日
本
人
研
究
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者
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
執
る
べ
き
企
画
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
翻
訳
が
業
績

と
し
て
評
価
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
私
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
翻
訳
と
い
う

学
問
的
作
業
に
対
す
る
理
解
も
非
常
に
低
い
現
実
が
国
際
化
の
障
壁
と
し
て

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
障
壁
が
少
し
で
も
低
く
な
る
こ
と
を

祈
る
と
同
時
に
、
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
国
際
化
に
向
け
た
主
体
的
努
力
を

心
か
ら
期
待
す
る
。

①
百
本
古
代
国
家
史
研
究
臨
東
京
大
学
出
版
二
一
九
八
○
所
収

②
鈴
木
一
有
二
〇
〇
一
「
東
海
地
方
に
お
け
る
後
期
古
墳
の
特
質
」
隅
東
海
の

　
後
期
古
墳
を
考
え
る
』
第
八
國
東
海
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
三
河
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
大
学
文
学
部
准
教
授
）
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